
ゼミナール(158) 

電力系統の近代化に取り組むニューヨーク州での配電事業者の役割とビジネスモデルとは？ 

大野 智晴 

近年、米国ニューヨーク州（ＮＹ）では、ＲＰＳ目標５０％を達成するための再生可能エ

ネの受け入れ拡大、系統の事故時回復力や供給信頼度の向上、老朽設備の更新費用抑制等を

目的に、電力系統の近代化をめざすプロジェクト・ＲＥＶ（Ｒｅｆｏｒｍｉｎｇ ｔｈｅ 

Ｅｎｅｒｇｙ Ｖｉｓｉｏｎ）に取組み、様々な制度設計検討や実証事業を行っている。 

ＲＥＶの柱の一つとして、分散型エネルギー資源（ＤＥＲ）の普及と柔軟な活用に向けた

システム構築・運営があげられている。その中で配電事業者は分散型サービスプラットフォ

ーム（ＤＳＰ）の提供者としての役割を担うこととしている。 

【ＤＳＰに求められる３つの役割】 

ＮＹの規制当局は、ＤＳＰ提供者に求める役割として、主に次の３つを推奨している。 

第一に、ＤＥＲ普及を踏まえた系統設備計画の最適化である。点在するＤＥＲをより効率

的に配電系統に統合していくためには、ホスティングキャパシティ（追加費用無しで電力系

統に統合できるＤＥＲの上限量）や、配電レベルでのＤＥＲの地点別正味価値（ＬＭＰ）を

時間別に特定する必要があり、その手法の開発が不可欠である。 

第二に、リアルタイムできめ細かい潮流監視・制御による系統運用の高度化である。これ

には、ＤＥＲの指令制御手法の確立や、センサー類の面的配備が必要となる。 

第三に、ＤＥＲ市場の運営である。市場では、電圧制御等の配電系統のグリッドサービス

の他、省エネコンサルやＤＥＲ資材等の商品を取扱う。ＤＳＰ提供者は、これらのサービス・

商品を需要家やプロバイダ等が円滑に取引できるようデータ共有プラットフォームを提供

する。 

【ＤＳＰの設計スケジュール】 

ＤＳＰによる市場運営等には、技術や市場の成熟に時間を要するため、１０年ほどかけて

慎重に制度設計を行う。現在は、準備期間として計画策定や実証試験を行っている段階にあ

る。将来的にはＬＭＰを反映したグリッドサービスをＤＥＲ市場から調達して系統運用を

行ったり、系統設備計画を送電計画と融合したりすることを目指している。 

【ＤＳＰで模索する新しいビジネスモデル】 

配電事業者は、実証試験等を通じてＤＳＰに必要な機能・能力を把握するとともに、新た

な収入源の機会も模索している。例えば、系統用の蓄電池を他事業者にシェアする等、従来

の配電事業を基軸としたビジネスモデルが検討されている。一方で新しく担うこととなっ

たＤＥＲ市場の運営を通じて、市場の取引手数料の徴収や調達したＤＥＲを上位系統市場

へ再入札する等、従来の事業とは異なる視点からもビジネスモデルが検討されている点が

興味深い（図）。 

【配電ビジネスモデルの新地平となるか】 

ＮＹの取組は実証段階であるため、ＤＳＰが機能して将来に大きな収益源となりうるか
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は不確実な部分が大きい。しかし、再生可能エネ等自家発電の普及による託送収入の減少や、

ＤＥＲを系統取引するニーズの高まりといった課題は、我が国も含め世界中のネットワー

ク事業者の共通課題であり、従来のビジネスモデルを補う新しいビジネスモデルの参考事

例として注目に値するであろう。 
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